
蔵
前
三
・四
丁
目
町
会

会長 光岡英明

令和6年3月 5日

▼
役
員
会
の
お
知
ら
せ

３
月
度
役
員
会

日
時

¨
３
月
１２
日
閲

午
後
七
時
よ
り

場
所

¨
環
境
ふ
れ
あ
い
館

ひ
ま
わ
り
　
七
階

※
可
能
な
方

は
緑

の
防

犯
ジ

ャ
ン

バ
ー
を
着
用
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

△
い」注
〓２
だ
さ
い

最
近
建
築
詐
欺
が
発
生
し
て

い
ま
す

！

『
近
く
の
、

マ
ン
シ

ョ
ン
エ
事

を
し
て
い
る
業
者
で
す
が
、
お

宅
の
屋
根
が
○
○
し
て
い
ま

す
。
』

な
ど
の
語
り
口
で
、
少
し
で
も
対
応

す
る
と
、
何
か
と
か
こ
つ
け
て
高
額

請
求
さ
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
特
に

一
軒
家
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
ま
す

の
で
、　
一
切
対
応
を
し
な
い
よ
う
、

十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▼
町
会
員
の
皆
さ
ま
全
員
参
加

対
象
の
日
程
の
お
知
ら
せ

●
蔵
前
神
社
祭
礼
打
合
せ

（全
体
会
議
）

・４
月
１３
日
田

１３
時
よ
り

・環
境
ふ
れ
あ
い
館
ひ
ま
わ
り
７
階

●
令
和
６
年
度
蔵
前

〓
Ｔ
四
丁
目
町
会
総
会

・４
月
２８
日
同

１１
時
よ
り

・環
境
ふ
れ
あ
い
館
ひ
ま
わ
り
７
階

※
お
時
間
の
許
す
方
は
出
来
る
だ
け

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

▼
回
覧
板
内
容

一
覧

●
令
和
６
年
浅
草
消
防
団
始
式

●
区
民
の
た
め
の
健
康
教
室

●
「
め
ぐ
り
ん
」ダ
イ
ヤ
改
正
に

つ
い
て

●
区
民
公
開
講
座
「
災
害
時
に

役
立
つ
知
識
」

●
見
守
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信

蔵前三 日四丁目町会ホームページ
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〈第65回〉令和6年 2月 20日 発行(1)

年
も
明
け
、
良
い
年
に
な
り
ま
す
様
に
と

の
思
い
の
最
中
に
、
能
登
半
島
地
震
が
発
生

し
、
被
災
者
の
生
活
再
建
や
地
域
産
業
の
復

旧
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

令
和
六
年

浅

草

消

防

団

始

式

東
京
の

消
防
団
の

ス
ロ
ー
ガ
ン

わ
わ

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｃ

皆
様
、
謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
ず
、
元
日
早
々
に
発
生
し
た
令
和
六
年

能
登
半
島
地
震
で
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
多
く

の
方

々
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。　
ま
た
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
お

祈
り
申
し
Ｌ
げ
ま
す
。

さ
て
、
日
頃
か
ら
自
分
達
の
町
に
住
む
人

た
ち
を
災
害
か
ら
守
り
た
い
と
い
う
熱
い
情

熱
を
原
動
力
に
、
地
道
に
活
動
を
実
践
し
て

私
共
の
地
域
で
も
東
京
直
下
型
の
地
震
が

危
惧
さ
れ
て
お
り
、
有
事
に
備
え
て
我
々
消

防
団
員
は
、
署
員
と
地
域
の
皆
様
と
団
結
し

協
力
し
て
減
災
を
目
指
し
、
安
全
安
心
な
町

づ
く
り
に
対
処
し
て
い
か
な
く
て
は
と
思

つ

て
お
り
ま
す
。

本
年
、
三
田
村
副
団
長
と
共
に
、
入
団
五

十
年
の
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
よ
く
永
く

や

つ
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。　
ひ
と
え
に

家
族
や
団
員
の
協
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。

能
登
の
地
域
が
早
く
安
心
し
て
生
活
が
で
き

ま
す
様
に
、
並
び
に
皆
様
方
の
ご
健
康
を
祈

念
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

い
た
だ
い
て
い
る
浅
草
消
防
団
の
皆
様
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
関
東
大
震
災
か
ら
百
年
と
い
う

節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

改
め
て
、
そ
の
貴
重
な
教
訓
を
継
承
し
、

今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
を

は
じ
め
震
災
等
か
ら
都
民
の
生
命

・
身
体

・

財
産
を
守
る
た
め
、
消
防
と
し
て
果
た
す
べ

き
責
務
と
使
命
を
再
確
認
す
る
年
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
近
年
は
、
自
然
災
害
が
激
甚
化
す
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
浅
草
消
防
署
と
し

ま
し
て
も
引
き
続
き
消
防
団
と
力
を
合
わ
せ

、
各
種
訓
練
、
防
火
防
災
施
策
を
推
進
し
、

災
害

へ
の
備
え
を
万
全
に
し
て
参
り
ま
す
。

消
防
団
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
田
島
団

長
を
中
心
と
し
て
、
消
防
署
と
の
連
携
を
密

に
地
域
の
安
全
確
保
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
新
年
早
々
、
石
川
県
の
能
登
地
方

を
中
心
と
し
た
大
地
震

（能
登
半
島
地
震
）

が
起
こ
り
多
く
の
方
が
被
災
し
ま
し
た
。

私
の
実
家
も
そ
の

一
つ
で
あ
り
、
両
親
は

購

魅:J各



い
ま
だ
先
行
き
が
見
通
せ
な
い
不
安
な
生
活

を
お
く

つ
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
団
始
式

に
お
い
て
、
新
人
団
員
代
表
と
い
う
お
役
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
大
変
光
栄
に
存
じ
ま

す
。私

は
入
団
し
て
ま
だ
数
ヶ
月
で
は
ぁ
り
ま

す
が
、
警
戒
や
操
法
大
会
訓
練
（支
援
隊
）
、
救

命
講
習
な
ど

一
通
り
の
訓
練
や
活
動
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
に
密
着
し

た
消
防
活
動
の
重
要
さ
を
身
を
以
て
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
ん
な
自
分
が
今

度
は
大
き
な
地
震
に
よ
り
被
災
す
る
立
場
に

な
る
と
は
想
像
す
ら
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
現
場
で
は
今
尚
多
く
の
方
の
命
を
救

う
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
私
達
が
行

っ
て

い
る
訓
練
等
は
実
際
の
現
場
で
も
活
き
る
こ

と
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
気
持
ち
の
中
で
い
た
だ
い
た
決
意

表
明
の
原
稿
を
、
何
度
も
何
度
も
読
み
込
む

こ
と
で
、
こ
の
文
章
は
ま
さ
に
今
の
自
分
の

気
持
ち
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気

が
付
き
ま
し
た
。

本
番
当
日
、
徐
々
に
高
ま
る
そ
の
気
持
ち

を
落
ち
着
か
せ
平
常
心
を
装

っ
て
い
ま
し
た

が
、
厳
粛
な
式
の
中
で
自
分
の
出
番
が
近
づ

く
に
つ
れ
、
心
の
奥
底
か
ら
湧
き
上
が

つ
た

想
い
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
あ
り
の
ま

ま
の
自
分
の
気
持
ち
を
開
放
す
る
こ
と
を
自

然
と
選
択
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
想
い
が
声

高
ら
か
な
宣
言

へ
と

つ
な
が

つ
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
決
意
表
明
の
中
に
書

か
れ
て
お
り
ま
し
た

「自
分
た
ち
の
町
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
こ
と
を
成
す
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も

つ
と
も

つ
と
諸
先
輩
方
に

ご
指
導
を
仰
ぎ
、
よ
り

一
層
精
進
を
重
ね
、

消
防
活
動
を
全
力
で
邁
進
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
活
動
が
、
両
親
た
ち
の
よ
う

に
不
安
な
想
い
を
す
る
人
た
ち
の
何
か
力
に

つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

質
問
内
容

①
普
段
の
お
仕
事
②
特
技
や
趣
味
、

③
入
団
し
た
理
由
等

第一分団

佐々木 康太郎

大
学
で
は
法
学
部
に
所
属
し
て
お
り
、

主
に
知
的
財
産
法
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
す
。

趣
味
は
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
で
中
学
の

頃
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。

大
学
の
友
人
の
誘
い
と
い
う
の
が
大
き

か
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
私
自
身
も

一

人
暮
ら
し
で
住
み
始
め
た
地
域
と
の
つ

な
が
り
が
欲
し
か
っ
た
こ
と
も
理
由
の

一
つ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
浅

草
消
防
団
の
入
団
を
決
意
し
ま
し
た
。

蔵
前
に
撮
影
ス
タ
ジ
オ
を
構
え
、
商
品

写
真
を
中
心
に
子
供
の
玩
具
や
人
物
を

撮

っ
て
ま
す
。

第二分団

村上 一光

新
入
団
員
紹
介
　
　
※
順
不
同

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
釣
り
。
ラ
ー
メ
ン
。

中
二
か
ら

エ
レ
キ
ベ
ー
ス
を
弾
い
て
い

ま
す
。
現
四
五
歳

蔵
前
に
ス
タ
ジ
オ
を
構
え
て
九
年
に
な

り
、
地
域
貢
献
も
含
め
防
災
活
動
し
た

か
つ
た
か
ら
で
す
。

リ
ボ
ン
テ
ー
ブ
、
組
組
の
製
造
卸
し
を

し
て
い
る
会
社
に
勤
め
て
ま
す
。
主
に

ラ
ン
ピ
ン
グ
向
け
の
資
材
を
加
工
し
て

販
売
を
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
ジ

ョ
ギ
ン
グ
と
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

な
ど
。
年
齢
は
四
九
歳
で
す
．

以
前
よ
り
救
命
処
置
に
つ
い
て
学
び
た

い
と
思

つ
て
い
た
と
こ
ろ
同
じ
地
域
に

住
む
消
防
団
の
方
か
ら
お
声
が
け
い
た

だ
き
入
団
を
決
意
し
ま
し
た
。 第二分団

渡邊 宜照



(3)

①②O③ ② ①

総
合
人
材
会
社
に
勤
務
。
企
業
の
人

材
育
成
や
組
織
活
性
の
商
品

・
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
部
門
で
、
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
責
任
者
を
し

て
い
ま
す
。

趣
味
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ

・
料
理

・
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

（♂
『
８
３

ヽ

日
多
９
）
な
ど
。
年
齢
は
三
十
代
で

す
。

仕
事
を
通
じ
、
口
”
活
動
に
参
画
や

上
位
役
職
者
と
の
交
流
が
増
え
る
な

か
、
地
域
貢
献
に
興
味
が
わ
き
、
消

防
団
の
紹
介
を
受
け
入
団
致
し
ま
し

た
。

第三分団

ラ
グ
ジ

ュ
ア
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

【
１
８
の
推
し
活
で
す
。

大
好
き
な
地
元
の
地
域
に
貢
献
で
き

た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

第三分団

唐 啓祐
こ
子

・
美

え
恵

t と う

伊藤

浅
草
の
病
院
や
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
大

会
な
ど
で
医
師
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
救
護
や
救
命
な
ど
に

も
関
わ
り
た
い
で
す
。

趣
味
は
伝
統
芸
能

（歌
舞
伎
、
三
味

線
な
ど
）
、
武
術

（中
国
拳
法
な
ど
）

、
他
た
く
さ
ん
。

時
代
劇
や
歌
舞
伎
に
よ
く
出
て
く
る

火
消
や
浅
草
の
地
に
憧
れ
が
あ
り
、

地
域
に
貢
献
し
た
く
て
入
団
し
ま
し

た
。

船
乗
り

サ
イ
ク
リ
ン
グ

地
域

へ
貢
献
し
た
い
気
持
ち
と
様
々
な

行
事
を
通
じ
て
地
域
住
民
と
の
交
流
を

深
め
た
い
と
の
思
い
か
ら
入
団
を
決
意

し
ま
し
た
。

第三分団

芦刈 ゆみ

③②①
②③

第三分団

馬淵 紫郎

「
皇

東
本
願
寺
　
僧
侶

趣
味
は
散
歩
、
旅
行
、
剣
道
で
す
。

東
本
願
寺
で
行
わ
れ
た
文
化
財
防
火
デ

ー
の
演
習
後
に
お
誘
い
を
受
け
て
入
団

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
地
域
の
方
と

も
触
れ
合
い
、
歴
史
あ
る
町
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
で
す
。

東
本
願
寺
　
僧
侶

趣
味
野
球

歴
史
の
あ
る
浅
草
と
い
う
町
の
安
全
を

守
り
た
く
思
い
入
団
し
ま
し
た
。

③②①

第四分団

いまま,

今堀

③ ②①

第四分団

峙田 亮慈

東
本
願
寺
　
僧
侶

趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、

茶
道
、
花
道
で
す
。
年
齢
は
三
十
歳
で

す
。

自
坊
の
門
徒
に
消
防
団
の
方
々
が
い
ら

つ
し
や
り
、

戻
つ
て
か
ら
も
消
防
団
に

入
る
予
定
な
の
で
入
団
し
ま
し
た
。

東
本
願
寺
　
僧
侶

趣
味
は
水
泳
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で

す
。
筋
ト
レ
も
大
好
き
で
す
。
時
々
、

す
み
だ
リ
バ
ー
サ
イ
ド
を
ラ
ン
ニ
ン
グ

し
て
い
ま
す
。

東
本
願
寺
境
内
で
行
わ
れ
た
文
化
財

防
火
デ
ー
の
演
習
後
に
、
消
防
署
か

ら
勧
誘
を
受
け
入
団
し
ま
し
た
。

③ ② ①② ①③

第四分団

白川 隆 静

第四分団

企元 祐 紹



(4)

『
消
防
総
監
賞
』

○
優
良
表
彰

浅
草
消
防
団

〇
五
十
年
勤
続
功
労
表
彰

団

本

部

団

長

日

本

部
　
副
団
長

○
功
績
表
彰

団

本

部
　
分
団
長

○
優
良
表
彰

第
二
分
団
　
団
　
一貝

第
二
分
団
　
団
　
員

第
三
分
団
　
団
　
一員

第
三
分
団
　
団
　
白貝

○
救
命
講
習

団

本

部

班

長

『
防
災
部
長
賞
』

○
防
災
訓
練

第

一
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は
外
、
福
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内
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に
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る
。

そ
ん
な
節
分
は
元
々
、
立
春

・
立
夏

・
立
秋

・

立
冬
の
前
日
を
指
す
言
葉
で
し
た
。
し
か
し
、

い
つ
し
か
立
春
の
前
日
の
み
を
そ
う
呼
ぶ
よ
う

に
な

っ
た
よ
う
で
す
。
「み
な
が
健
康
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
」
と
今
年
も
願
う
ば
か
り
で
す
。

一緒にわ力Y封を守りませんか?

*消防団員*募集中*

く 入団資格 〉

○心身ともに健康で、年齢 18歳以上の方

○消防団の区域内に居住や、勤務する方

【問合せ先】

浅草消防団

(浅草消防署内)

電話 03(3847)0119



区民のための健康教室

公益社団法人浅草医師会  ・ 公益社団法人浅草歯科医師会

一般社団法人浅草薬剤師会 ・ 台東区

浅草保健相談センター 電話 03-3844-8171

Bil{lu.j}e.*,;.{]

【日 時】 令和 6年 3月 25日 (月)●・
享鳥栞菫

~・

・開始 :13時 30分         1 直接、会場に

(開場は 13時 ¬0分から )|,.お越し下さい .
終了 115時 30分         

‐‐ ―_‐ _‐

(医療なんでも相談の相談者がいなくなり次第、

15時 30分より前でも終了 )

【会 場】 浅草保健相談センター 1階多目的ホール

台東区花川戸2-11-10(裏面に交通案内)

※筆記具はご持参下さい。 お荷物は、お膝の上またはお足元へ。

【内 容】

① 13:30 講演

講師 :蔵前みどり薬局 木内 翔太 先生

『 地域の健康パートナー:薬剤師と薬局の活用術 」

～薬剤師と薬局の活用法つて、どのようなものがあるのでしようか?～

単に処方箋の薬を受け取るだけでなく、日常生活において役立つ活用方法があり

ます。

この講演では、健康的な生活を送るためのアドバイス、薬の正しい使い方、困つた

時の相談方法など、生活に直結する有益な情報をお伝えします。

「薬剤師のこんな活用方法があつたのか !早速実践してみよう !」 と感じて頂ける

ような、皆さんの日々の生活に役立つ知識を、得ていただければ幸いです。

② 14:30 医療なんでも相談

相談員(6名):内科医。整形外科医・泌尿器科医・眼科医・歯科医・薬剤師

健康・医療・薬のことで、気になつていること・悩んでいることはありませんか?

専門家が個別に、相談をお受けします。どうぞ、お気軽にご相談ください。

【主 催】

【問合せ】

回

覧



いつも台東区循環バス「めぐりん」をご利用いただきまして

ありがとうございます。令和6年4月 1日の労働基準の改正

などにより、現行ダイヤを維持することが困難な状況となり

ました。そのため、3月 30日 (上)よ り北めぐりん(浅草画り)

こおりヽて

お客様には大変ご不便おかけいたしますことをお詫び申し
上げます。

ダイヤ改正日 令和6年3月 80日 (土 )

※北めぐりん(浅草回り)のダイヤに変更はありません。

改正内容

各停留F~f毎の運行予定時亥じ|よ、下記の台東区公式ホームページ

もしく|よ今後バス停に掲出予定の購 1表をご覧ください。

蝙宗蚕I題力

お問合せ先 日立自動車交通株式会社(03-5682-1122)
京成バス株式会社奥戸営業所(03-3691-0935)
台東区役所交通対策課(03-5246‐ 136¬ )

回

覧



:郎1羹善墓菫‐蒔夢分を醜‐はiとξ占募庭もそ■|

: 出来る場近な物を使つた応急処置◎  |
●                 ■

:l②l避難所等狭いスペTス|でも―出来る
:IT‐ ズ醇移1子t休藻あ羮漬ξ
00o● 0● ● 0● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 0● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 00000● ● ● 00● ● ● ●

～内容～
①災害時、救護所まで行けない事や、自分自身でケガの対応しなくては
いけない事があります。そんな時、身近な物を使つて出来る応急処置、
固定法を紹介t実践します。||     ‐     ■・

講師:台束区柔道整復師会

②災害時の避難所生活で経験する腰痛・肩こりの予防・解消法として、
狭いスペースでもできるストレッチ実演と体験します。
講師:竹日正範氏 株式会社Higher代表取締役フィジカルトレーナー

2024角F 3月  17日  (日 )

14:00(13:30開場)-17:00

生涯学習センター3階301研修室

)場:蘊1琴難薫残訂Z募
主 催 :公益社団法人東京都柔道整復師会台東支部

後 援 :台  東  区
※お問い合わせ:033873-3708 担当 千葉接骨院

東京都柔道整復師会台東支部ホームページから様々な活動が見れます

回覧



令和 6年 3月 5日発行

発行 :台東区 高齢福祉課

台東区東上野4-5-6
電話 03-5246-1221

條 熙 躾靱肋響彦鯰ピ祗夕炉してぉります !

もしもの時に、大切な情報を伝えるために

踵骰踪に備えましょう

「救急医療情報キット」とは?

救急医療情報キットとは、かかりつけ医療機関や緊急時の連絡先などを記入した情報シートと、

健康保険証 (写 )やお薬手帳 (写 )などを専用の容器に入れ、ご自宅の冷蔵庫に保管します。

急病やけが等の緊急時、救急隊が迅速かつ適切な救急医療活動が行えるよう備えておくものです。

救急医療情報キットの保管方法

0キットの本体ボトルは、

常時冷蔵庫で保管
してください。

0マグネットは、
冷蔵庫の扉に貼つて
ください。

0シールは、

玄関ドアの内Rllに

貼つてください。

1

玄関ドア内の

上部中央

065歳以上のひとり暮らしの方

②65歳以上の高齢者のみの世帯の方

0日中または夜間に、居所において一人に

なる65歳以上の高齢者

④上記①～③に準ずる状況にある方

※専用容器の支給は1世帯につき、 1本まで

です。

必要なもの

本人確認ができるもの

(保険証、マイナンバーカード等)

申込窓回

803-5246-1221
または、お近くの各地域包括支援センター

(所在地等は、裏面をご覧ください。)

感‐齢者‐罐鐵

保管する

冷蔵庫の扉の

日立つところ

冷蔵庫内の

取り出しやすい場所



区では、地域の見守りの目を増やし、見守リネットワークの強化・充実を図るため、高齢者に関わる業

務や、台東区内を定期的に巡回、訪問している業者等との協定締結や登録をすすめています。

高齢者が安心して暮らせる地域づくりを進めていくため、高齢者の見守りにご協力いただける事業者を

広<募集しています。

下゙記の事業者が新たに力0わりました。(令和6年 1月末現在 64事業所と協定締結及び登録)

EXI分 全域型協定締結日(圏域型登録日)

株式会社シエアライフクリエイト 令和 5年 7月 10日
土 鵬

=
学校法人三幸学園 東京墨田看護専門学校 令和 5年 8月 25日

圏域型

株式会社そうあい保険事務所 令和 5年 4月 25日

軒先マルシェ 令和 5年 6月 12日

有限会社丸丼商事 令和 5年 6月 19日  _
『

＾

一

一

日常業務の範囲内で、地域の高齢者に対して、ゆるやかな見守りを行い、

何らかの異変を発見した場合は、区や地域包括支援センターに連絡します。

関係協力機関には、区の全域で見守りに協力する「全域型」と地域包括支援センターの

担当区域内で見守りに協力する「圏域型」があります。

高齢者に関するお困りごとがございましたら

地域包括支援センタ ご相談ください !

【営業日】月～土曜日 午前9時～午後5時 (日曜・祝日は休業日)

【問い合わせ先】台東区役所 高齢福祉課 庶務・計画担当 電話03(5246)1221
2

/?-..; 爆
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削

甲
曲

〔
Ｖ
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し

所在 地 電 話

あ さ く さ

地域包括支援センター
浅草 4-26-2 3873-

8088
浅草・千束・花川戸

や な か

地域包括支援センター
谷中 2-17-20 3822-

1556
池之端 。上野公園 。上野桜木・谷中

み の わ

地域包括支援センター
三ノ輪 1-27-11 3874-

9861
下谷(3丁目)・ 日本堤

根岸 (4・ 5丁目)。 三ノ輪・竜泉

く ら ま え

地域包括支援センター
蔵前 2-11-3 3862-

2175
浅草橋・雷門・蔵前・小島・寿

駒形・鳥越・三筋・柳橋

ま つ が や

地域包括支援センター
松が谷 4-4-3 3845-

6505
入谷・北上野・下谷 (1・ 2丁目)

西浅草・根岸 (1・ 2・ 3丁目)・ 松が谷

た  い  と  う

地域包括支援センター
台東 1-25-5 5846-

4510
秋葉原・上野・台東・東上野

元浅草

ほ う ら い

地域包括支援センター
清り|12-14-7

5824-
5626

今戸・清川・東浅草・橋場

地域包括支援センター 担 当 区域




